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発行 2017 年 2 月 

                                                                                   株式会社 日本 HP 

HP Z2 Mini G3 ワークステーション 

リモート電源投入機能設定手順 

本書について 
本書は、表題の機種にてキーボードまたはマウスを使用した遠隔電源 On を行うための設定方法を解説するものです。 

 

注意事項 
 本機能は BIOS バージョン 1.50 以降で実装されております。それ以下のバージョンでシステム運用を行っている

場合、BIOS アップデートが必要になります。BIOS アップデート手順につきましては本書巻末の付録にて解説して

おります。 

 お使いになるキーボード／マウスとの組み合わせによっては、本機能が正常に動作しない場合があります。 

 

機能のご説明 および想定される使用環境について 
① 機能説明 

本機能を有効化することで、以下の操作を行うことが出来ます。 

 キーボードまたはマウスによるワークステーションの電源投入 

 

② 想定される使用環境について 

Z2 Mini G3 ワークステーションは、モニター背面装着や机の下への設置が想定されています（一部オプションパー

ツや設置工事が必要な場合があります）。 

 
 

図のような設置を行った場合、電源ボタンに手が届かないケースが発生します。この際は本機能を使用すること

で利便性の向上を図ることが可能となります。 
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【ご注意下さい】 

本機能は有線キーボード／マウスが届く範囲（Bluetooth 等の無線機器を使用する場合、電波の届く範囲）のみ 

対応するものとなります。 

ワークステーション本体を別室や上記範囲外に設置した場合の電源操作は、別途「Intel AMT」使用を検討願いま

す。 

 

 

制限事項 
本機能が正常動作するためには以下の制限があります。 

 

A) 本機能はワークステーションが S5 待機モードに入っていないと正常起動できないものとなります。すなわち 

電源ボタン長押しによる強制電源 OFF や不測の電源断（例：起動中の AC アダプター抜け）が発生した直後は 

正常に S5 モードにならないため、次回の電源投入は本体の電源ボタンを操作する必要があります。 

 

B) 電源投入を操作する機器は、ワークステーション本体左側面の USB チャージングポートに接続する必要がありま

す。このポートは電源 OFF 時もチャージングを行う設定が可能であり、この特性を活用しています。 

 
 

C) マウスの移動による電源投入に付きましては、対応機器のみ行うことが出来ます。機能に対応していない製品も

多数ありますので御注意下さい。 

 

 

リモート電源投入機能を設定するための準備 
本機能を有効にするには、BIOS 設定を変更する必要があります。 

 

1．操作機器の接続先 USB ポートの変更 
本ページ内の画像を参照の上、電源投入操作を行うキーボード／マウスの取付先を赤枠内のポートに変更します。 

 

2．BIOS バージョンの確認 
ワークステーションの起動中に F10 キーを押下して BIOS セットアップ画面を起動後、「Main」タブ内の「System 

Information」を選択・押下します。 
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「System BIOS」項目右側 N53 Ver.以下が現在の BIOS バージョンです（本例では 1.03 となります）。 

バージョン 1.05 に満たない場合、巻末の付録をご参照頂き BIOS アップデートを行います。 

 

 

 

３．BIOS 設定変更 
「Advanced」タブ ＞ 「Port Options」を開き、「Allow waking from S4 / S5 via keyboard / mouse」項目をクリックして、

チェックマークを付けます。この時、直上の「USB Charging Port Function」にもチェックマークが入っていることを確認

して下さい。 
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ここまでの変更完了後、キーボードの F10 を押下して「Save」を選択して変更内容を保存します。 

ワークステーションは自動的に再起動しますので、一旦電源を落とした後でリモート電源投入が正常に動作すること

を確認して下さい。 

 

 

リモート電源投入機能設定は以上となります。 

 

 

よくあるご質問と回答 
 

Q：キーボードを使用して機能を使う場合、どのキーを押下するのでしょうか？ 

A：いずれかのキーを押下することで起動します。 

 

 

Q：リモート電源投入機能を、キーボードの特定キー操作に割り当てることは出来ませんか？ 

A：製品付属のキーボードおよび弊社 USB キーボードでは、本機能を特定のキーに割り当てることは出来ません。 

 

 

Q：マウスを使用してリモート電源投入機能を使用したいのですが、ボタン割り当てを教えて下さい。 

A：いずれかのボタンをクリックすることで動作します。移動検知機能付きのマウスを使用している場合、マウスを 

移動させるだけで電源 On になります。（注：移動検知機能の有無はマウスにより異なります） 

マウスに付きましても機能割り当てを行うことは出来ません。 

 

 

Q：サードパーティー製の有線または Bluetooth 接続機器を使用していますが、リモート電源投入が機能しません。 

A：機器同士の組み合わせによっては、本機能は動作しない場合がありますのでご了承下さい。 

 

 

Q：マウスを移動させただけで電源 On にならないよう、ボタン操作だけに変更できますか？ 

A：残念ながら設定できません。移動検知機能を持たないマウスを使用するか、キーボードによる操作を検討願います。 
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付録 BIOS アップデート手順 
 

予めご用意いただくもの 
1． アップデート対象バージョンの BIOS Softpaq （HP ドライバーサイトよりダウンロードしたもの） 

2． USB メモリ 

 

注意事項 
■USB メモリはデータのない、空の状態にしたものをご用意ください。 

■USB メモリは、データ暗号化機能を搭載していないものや NTFS でフォーマットされていないものをお使いくださ

い。 

 データ暗号化機能が搭載されているもの、NTFS でフォーマットされているものは使用できません。 

■BIOS アップデート作業を行う前に、予めワークステーションに接続中の全ての周辺機器を取り外して下さい。 

■BIOS アップデート中は、決してワークステーションの電源を落とさないで下さい。 

 

アップデート手順 
Z ワークステーション用 BIOS Softpaq は OS から直接アップデートを行うことが可能となっておりますが、本書で

は BIOS メニューからのアップデートをお勧めします。BIOS 上でのアップデートは、Windows 上での作業に比べ

て失敗するリスクが低く、安全に作業を進めたい方にはお勧めの手順です。 

 

BIOS 画面の言語設定は英語とさせて頂きますので、日本語環境をお使いの方は適宜読み替えて頂くか、一時的に

言語設定を英語に変更頂ければ幸いです。 

 

１．（事前準備）現在の BIOS バージョンを確認する  

ワークステーションの電源投入直後、POST 画面表示中に「F10」キーを押下して、BIOS セットアップ画面を開きま

す。MAIN タブ内「System Information」をクリックすると、現在のシステム BIOS バージョンが確認できます。 

 

http://www8.hp.com/jp/ja/drivers.html
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２．（事前準備）BIOS アップデート用のメディア作成 

 

A. アップデート用メディアとして使用する外付け USB メモリを作業用 PC に挿し込み、認識後に 

パスを確認（ドライブ：E 等）します。 

 

B. USB メモリにファイルが残っている場合、必要に応じてバックアップします。 

 

C. 挿し込んだ USB メモリを「FAT 形式」でフォーマットします。 

 

D. ダウンロードサイトから入手した BIOS Softpaq を W クリックして、ウィザードに従いファイル 

を解凍します（既定では「C:￥SWSetup￥SP*****」に解凍されます）。 

 

☞ブラウザーが起動して英語のページが表示されますが、本書ではブラウザーの機能を使用 

せずに解説を進めますので、一旦 WEB ページを閉じて下さい。 

 

E. 解凍されたフォルダー「C:￥SWSetup￥SP*****」を開きます。 

 

F. フォルダ「HPBIOSUPDREC」を開き、作業を行っているコンピューターの OS が 64 ビットであれば

「HPBIOSUPDREC64.exe」を W クリックします。32 ビット OS であれば「「HPBIOSUPDREC.exe」を W クリックしま

す。 

ユーザーアカウント制御が起動する場合は「はい」を選択して先に進みます。 

 

G. 「HP BIOS Update and Recovery」が起動しますので、中央の「リカバリ USB フラッシュドライブの作成」を選択し

て「次へ」をクリックします。 
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H. USB フラッシュドライブの選択画面になります。挿し込み時にご確認頂いたパスのドライブを 

選択して「次へ」をクリックすることで、BIOS アップデート用フラッシュドライブ作成を開始し 

ます。 

 

 
 

I. 作業完了すると、結果が表示されます。「完了」をクリックして画面を閉じます。 

 

 

J. アップデート用 USB メモリの中身を確認します。 

「Hewlett-Packard」フォルダが作成されており、次の階層に「BIOS」と「BiosUpdate」2 つのフォルダが作成され

ています。 

 

 

K. 「BIOS」＞「Current」の順でフォルダを開き、中のファイル「*.**.BIN」を切り取ります。 
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L. 1 階層戻り、切り取ったファイルを「New」フォルダ内に貼り付けます。 

☞BIOS アップデート時、ワークステーションは「New」フォルダの中身を参照するため、「Current」 

フォルダから「New」フォルダへ BIN ファイルを移動しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

以上で BIOS アップデート用 USB メモリの作成は完了です。 

 

 

３．（事前準備）現在の BIOS カスタマイズ設定内容をバックアップする 

BIOS 設定内容を工場出荷状態からカスタマイズしている場合、BIOS 固有の機能を使用してバックアップを取ることが

可能です。 

※工場出荷時の設定から変更を行っていない場合、特段のバックアップは不要です 

 

a) 18 ページ「２（事前準備）」で作成した、BIOS アップデート用 USB メモリをワークステーションの USB ポート

に差し込みます。 

 

b) ワークステーションの電源投入直後、F10 キーを押下して BIOS セットアップ画面を開きます。 

キーボードまたはマウスを操作して、Main タブ＞Replicated Setup を選択します。 

 
 

c) 「Backup current settings to USB device」を選択します。 

【弊社からβ版 BIOS 提供を受けたお客様へのお願い】 

β版 BIOS は、正式版より新しいバージョンとして認識されるため、正式版 BIOS アップデート用の BIN ファイル

とは共存できません。β版 BIN ファイルは別の媒体に保管頂いた上、作業用 USB メモリから削除願います。 
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バックアップ用に作成されたファイルはテキスト形式となり、「HpSetup.txt」の名前で USB メモリに保存され

ます。 

 

以上で BIOS カスタマイズ設定内容のバックアップは完了です。Esc キーを押して、最初の画面に戻ります。 

BIOS アップデート前に、接続中の周辺機器を取り外して下さい。 

 

 

４．BIOS 上からのアップデート作業 

【注意】 

BIOS アップデート中は、決してワークステーションの電源を落とさないで下さい。 

1． ワークステーションに接続している周辺機器をすべて取り外したことを確認します。 

 

2． 手順２で作成した BIOS アップデート用 USB メモリを USB ポートに挿し込み、ワークステーションの電源投入

直後、F10 キーを押下して BIOS セットアップ画面を開きます。 

 

3． キーボードまたはマウスを操作して、Main タブ＞Update System BIOS を選択します。 

 

 

４．上段に現在の BIOS 情報が表示され、下段にアップデート方法が表示されます。 

 「Update BIOS Using Local Media」にカーソルを併せて、Enter キーを押下します。 
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５．アップデート候補の BIOS バージョンが表示されますので、アップデート対象のバージョンで 

  ある事を確認の上で Enter キーを押下します。 

 

 

６．BIOS ROM への BIN ファイル転送が始まりますので、電源を切らずにお待ち下さい。 

この間、USB メモリは決して取り外さないでください。 
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７． BIN ファイル転送完了後カウントダウンが始まり、終了後にシステムが再起動します。 

 （「Reboot」をクリックするか Enter キーを押下することで、すぐに再起動を開始します） 

    再起動前に、アップデート作業に使用した USB メモリを取り外します。 

 

BIOS ROM のフラッシュ作業中は画面表示が消えたままとなり、自動的に数回再起動を行いま 

す。この間、電源を切らずにお待ち下さい。 

 

自動的に再起動後再びアップデート処理が開始され、完了後に再起動します。 

 

 

 

引き続きバックアップしたカスタマイズ内容のリストアを行う場合、USB メモリを挿し込んだまま POST 画面上で F10

キーを押し、再び BIOS セットアップ画面を開きます。 

 

 

 

５．バックアップ済みの BIOS カスタマイズ内容を復旧する  

 

a) 20 ページ「３．（事前準備）現在の BIOS カスタマイズ設定内容をバックアップする」にて使用した USB メモ

リを、ワークステーションの USB ポートに差し込みます。 

 

b) ワークステーションの電源投入直後、F10 キーを押下して BIOS セットアップ画面を開きます。 

キーボードまたはマウスを操作して、Main タブ＞Replicated Setup を選択します。 
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c) 「Restore current settings from USB device」を選択します。 

 
 

d) BIOS アップデート用 USB メモリに所定の形式で text ファイルがある場合、自動的に読み込まれ、カスタマイ

ズ内容の復元が完了します。 

 
 

 

以上で BIOS アップデート作業は完了です。 


